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Drechslerα g~gαnteα(イネ眼斑病菌)
仙台平野における分布と宿主植物

の

本蔵 良三本

Distribution and Host Plan ts of Drechslerα 
a Pathogenic Fungus Causing 

gLgαnteα， 

Rice Eye Spot Disease， in Sendai Plain 

Ryoso HONKURA * 

Abstract 
Drechslerα g~gαnteαis known to be a causal agent of eyespot of rice and zonate eyespot of Zoysia 
turf grass in Japan. 1 have observed the fungus widely in Sendai plain since 1980. The fungus caused 
similar eyespots or zonate eyespots on Leersia sαyαnukα， Oryzαsαtivα， Zizαnia latifoliα， Glyceriα 
dep!Juperata， Glyceriα ischyroneura， Zoysiαjα:pomcα， Echinochloα spp.， Digitαnα ciliαris， Isαchne 
globosααnd Cαrex thunbergii. On the leaves of Glyceriαischyroneurαand Glyceriαdepαuperαtα， a lot 
of eyespot caused by Drechslerαgigαnteαoccurred frequently throughout the lower paddy fields in 
Sendai plain. Drechslerαgigαnteαcould overwinter every year on Glyceriα ischyroneurα. Glyceriα 
ischyroneurαwas considered to be the most suitable host plant of Drechslerαgigαnteαin Sendai plain. 

CReceived October 5， 2007 ; Accepted January 30， 2008) 
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緒言

イネ眼斑病およびシパ環紋病等の病原菌である

Drechslerαgigαnteα(Heald et Wolf) S， Ito 5 ，71は

種名が示すように巨大な分生子を形成する特徴を持つ

糸状菌である。標準的な大型分生子の大きさは，長さ

約400μm前後，幅約20μm前後の円筒状であるが，

長さが600μmを超えるものも時々認められる(第 1

図)。実体顕微鏡下で尖った針先を使用すると，徒手

で1個ずつ分離することができるほど分生子は巨大で

ある。

本菌は南北アメリカにおいて，パーミューダグラス

(Cynodon dαctylonギョウギシノぜ)3) ， シコクビエ

(Elusine indicα)同，イネ(Oryzαsativα)1)，ワイ jレド

ライス (Zizαmα αquαticα)8) ， ノイナナ (Musα

pαrαdisicαvar. sα.pientum)9)などの作物にeyespot

あるいはzonateeyespot disease C眼点病)を引き起

こす病原菌として古くから知られている。

わが国内においては， 1980年に本戴・井上へ 佐藤

ら11)により，宮城県内のイネ(品種ササニシキ)の葉身

* E-mail: honkura@myu.ac.jp 

にニセイモチ症状を引き起こす菌として，イネおよび

その伝染源となったと思われるヒメウキガヤほかイネ

科畦畔植物数種から本菌が分離された。 1985年に西原・

石井町立千葉県内のシパ園地のシパ(Zoysiα]apomcα)

に発生を確認し，シパ環紋病の新称を提案した。佐藤

ら町立日本国内で分離した菌株について詳細に調査し

て，これら3種イネ科植物に対する病原性を確認し，

さらにマコモ (ZizαmαJαtifoliα)も宿主になることを

報告した。

本菌の日本国内での発生報告は少なく，西原・石

井l明王報告した千葉県内シパ園地の 1事例と本蔵・井

上6)が報告した宮城県内での発生事例以外は不明であっ

た。筆者は1980年以降，宮城県内においてしばしば本

菌によるイネ眼斑病の発生を認め，本菌が宮城県から

岩手県南に至る仙台平野に広く分布していることを確

認したので，Drechslera gigαntea菌の分布域と病斑

から本菌が分離された宿主植物について報告する。

材料および方法

1.菌の分離と同定

擢病植物葉病斑上に形成された分生子を採取して顕
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微鏡で観察し，大型分生子の形態と大きさ(細長い円

筒形，両端丸く，淡灰黄色，長さ400μm前後かそれ

以上)，および分生子柄の形状(孤生または少数群生，

黒褐色，上端に皿上のくぼみを有す)により

Drechsrela gigαnteaと同定した。病斑上に分生子が

認められない場合には，切り取った病斑部を70%エチ

ルアルコールに10-20秒間浸漬後， 1%次亜塩素酸ナ

トリウム液に1-2分間浸漬して表面殺菌した後，殺菌

水で洗浄してV-8ジュース寒天培地に置床し， 25
0

Cに

保持して伸長した菌糸を，同培地に移植して培養し，

培地上に形成された分生子を検鏡して同定した。

2.接種試験

V-8ジュース寒天培地上に形成した大型分生子また

はドジョウツナギ葉の病斑上に形成した大型分生子を

殺菌水に懸濁し，約2X 103個/mPの分生子液を，草丈

約20-30cmの植物に噴霧接種して約20-25
0Cの多湿

条件下に48時間保持し，その後ガラス室内で栽培した。

また，屋外での自然感染を調査するために，水稲育苗

用または園芸用培土をつめた1/5，000aワグネルポット

で育成した検定植物を，多数の病斑を形成したドジョ

ウツナギに接するように置き，約1ヶ月後に検定植物

の発病の有無と病原菌の分離，同定を行った。

3.擢病植物上での本菌の越冬調査

ドジョウツナギ， ヒメウキガヤおよびシパについて，

宮城大学食産業学部構内(仙台市太白区)の屋外にお

いて調査を行った。 1/2，000aポット 3個ず、つに 5月初

めに植物を移植し， 6-7月の自然感染により多数の病

斑を形成させた。 11月以降，屋外に各植物を10m以上

離して放置し，翌年4-5月に新葉の発病の有無を調査

した。調査は2003年12月-2006年5月の 3年間連続し

て実施した。

結果及び考察

1. Drechslerαgigαnteaの分布地と発生の状況

宮城県内と岩手県南地域の低湿地水田地帯の畦畔を

調査すると，大型圃場整備が進んでいないところでは，

水辺を好む植物であるドジョウツナギやヒメウキガヤ

の群落がしばしば存在し， 6月上中旬以降にこれら植

物の葉身にD.gigαnteαの感染による斑点が認められ

ることが多かった。これらの病斑上にはD.gigαntea 

菌の特徴である巨大分生子が多数形成されていた。

1980年以降2007年までに，筆者は宮城県南から岩手県

南の49地点で，本菌によるイネ科植物の発病を確認し

た(第2図)。
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いずれの地点でもイネ眼斑病が確認されており，イ

ネ葉の病斑は2-4mmの楕円形が多かったが，多発す

ると融合して不整形を呈した。畦畔上のドジョウツナ

ギやヒメウキガヤ等の擢病イネ科植物に近接するイネ

株ほど病斑数が多かった。イネ出穂期ころの調査では，

イネに株当り 1，500個前後の病斑の発生がしばしば認

められた。多くの場合，畦畔から水田中央に向かつて

病斑数は漸減し，畦畔から10m離れると病斑数は畦畔

際の 1%程度であることが多かった。ただし， 1985年

や1998年の冷害年では圃場一面に多数の病斑が認めら

れ，畦畔際のイネ株に軽微な生育抑制が認められたこ

第 1図 Drechslera gigαnteaの大型分生子

. ドジョウツナギ

O ヒメウキガヤ

⑥ 上記両種が混在

ム シパ

第2図仙台平野におけるDrechsleragiganteaの
生息地と主な擢病植物
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とがあ った。

本田イネ葉身病斑上には分生子の形成が認められな

L 、か少数であったことから， 1985年や1998年のような

冷害年を除いて，発病イネから健全イネへの伝染はな

L 、か少ないものと思われた。発病水田の畦畔上の ドジョ

ウツナギ， ヒメウキガヤおよびシパの葉身には多数の

病斑が認められ，病斑上には多数の分生子が形成され，

さらにこれらの擢病植物から遠ざかるにしたがってイ

ネ株上の病斑数が少なくなったことから，畦畔上のド

ジョ ウツナギ， ヒメウキガヤあるいはシパの病斑上の

分生子がイネへ飛散し伝染源となったものと考えら

れた。

イネ眼斑病の発生地49地点、のうち， ヒメウキガヤが

伝染源と推定されたのが18地点， ドジョウツナギが14

地点， .両種が混在したのが16地点，シパが1地点であっ

た(第2図)。

2. Drechslerα g~gαntea の宿主植物

水田周辺で見られた自然発生の擢病植物の葉の病徴

を第3図に示した。また，それらの擢病葉の病斑の大

きさと病斑上の分生子の形成状況を第 1表に示した。

各地で発病の認められたヒメウキガヤとドジョウツ

ナギでは， 6月上中旬頃には葉身に長さ約1O~20mm

程度の病斑が認められ 7月にな

ると株全体に多数の病斑が形成さ

れ，病斑上には多数の大型分生子

が形成されていることが多かった。

なお， 大型分生子が脱落した直

後の新鮮病斑を多湿条件下に置く

と， 分生子柄の上端に

Cladosporium属菌の分生子形成

に類似した小型分生子形成が認め

られた。

ドジョウツナギには大きい病斑

を形成する擢病性のもの(第3図，

C)のほかに，微小斑点しか生じ

ず，本菌に強い抵抗性を示すもの

(第 3図，D) とが存在した。抵

抗性 (R)の群落に擢病性 (8)

のものが一部混在した地点，ある

いは逆の組み合わせで混在した地

点が存在した。

水田や農道の法面に植えられた

シパ(ノシバ)は， ドジョ ウツナ

ギと同程度かそれ以上に激し く発

病し，病斑上の分生子形成数も多く，本菌にとって好

適な宿主と恩われたが，本菌による自然発病はこれま

でに 2地点で認めたのみであり，いずれもシパ群落の

周辺に擢病ド ジョウツナギが存在した。

水田周辺で病斑が多数形成されたド ジョウツナギや

ヒメウキガヤの近くにあったマコモ，サヤヌカグサ，

ヒエ類，メ ヒシパ，チゴザサおよびアゼスゲの葉身に

病斑が認められた。マコモは最大で‘長径15mm程度の

丸みがかったやや大型病斑を形成することがあったが，

分生子の形成はドジョウツナギに比べるとかなり少な

かった。サヤヌカグサはイネよりやや大きい病斑を生

じたが，分生子形成はわずかであった。ヒエ類および

メヒシパはイネより小さ L、かほぼ同じ大きさの小病斑

を生じたが，分生子の形成は認められなかった。チゴ

ザサは径 1mm程度の小斑点を生じたのみであった。

カヤツリグサ科のアゼスゲは分生子の形成量はかなり

少なかったが， ドジョウツナギよりも大きい不整形の

病斑を多数生じた。

以上の水田周辺での自然発病の観察結果と人工接種

試験および学内露地での自然感染試験結果はすべて同

様であった。

スズメノテッポウを屋外の擢病ドジョウツナギに接

第1表 仙台平野においてDrechsleragiganteaによる発病が確認された
植物とその病状

和名 病斑の大きさ分生子形成量種名

イネ科
タケ亜科
イネ
サヤヌカグサ
。'ryzasativa 
Leersia sayanuka 
Zizam注latlfolia

~+↓ 

+

-
-+
+
 

-
+
+
 

可アコ弓ラ

イチゴツナギ亜科
ヒメウキガヤ Glyceria depauperata +++ 
ドジョウツナギ(S)Glyceria ischyroneura +++ 
ドジョウツナギ(R)Glyceria ischyroneura ± 
スズ、メノテッポウ Alopecurus aequalis ++ 

var. amurensls 
ヒゲシパ亜科
シパ Zoysia japonica +++ 

キビ亜科
ヒエ類 Echinochloa spp. + 
メヒシノ〈 白igitariaciliaris + 
チゴザサ Isachne globosa + 

カヤツリグサ科
アゼスゲ CaJ習'xthunbergII +++ 

+++ 
+++ 

++ 

+++ 

+~一

注1)病斑の大きさ+++:長径IOmm以上が多b、。 ++・長径IOmm以上は少ない。
+長径3mm以下が多い。±長径lmm以下の微小斑点のみ。

注2)分生子形成量+++病斑上に多数の分生子が常に認められる。++分生子がしばしば認められる。

+:分生子が時々認められる。一:分生子の形成が認められない。
注3)スス‘メノテッポウは接種による結果であり，水田周辺での自然発病は未確認である。
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第3図 Drechslera giganteαの感染によるイネ科植物およびカヤツリグサ科植物の葉身の病徴
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A:イネ，B:シパ， C:ドジョウツナギ(橿病性)，D:ドジョウツナギ(抵抗性)， E:スズメノテッポウ，
F:マコモ，G:タイヌビヱ， H:アゼスゲ
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するように置いて自然感染による接種を行うと，スズ

メノテッポウは容易に発病してヒメウキガヤに似た大

きな病斑を多数形成し，分生子の形成も多かった。こ

のことから，スズメノテッポウは本菌の生活lこ好適な

宿主植物と思われたが，水田周辺で、は本菌の蔓延時期

である 6月以降には枯れていることが多く，現地での

発病は未確認である。

水田周辺で病斑が多数形成されたドジョウツナギや

ヒメウキガヤの近くにあったフキやミゾソパなどの双

子葉植物にも微小斑点が時々認められ，病斑密度の勾

配から推定するとドジョウツナギやヒメウキガヤが伝

染源と思われることがあった。

3. Drechslera gigαnteaの擢病植物体上での越冬

各地で発生が認められたドジョウツナギと ヒメウキ

ガヤ，接種すると大型病斑と多数の分生子を形成した

シパの 3種のイネ科植物を供試し，本菌のこれら催病

植物体上での越冬の可否を調査した。

ドジョウツナギは， 3ヵ年の調査において合計9ポッ

トすべてに翌年の発病が確認された。水田周辺での発

病も多いことを考慮すると， 仙台平野においては好適

な越冬植物と思われた。ヒメウキガヤは翌年の発病の

有無が不安定であり，越冬植物にはなりうるが， ドジョ

ウツナギほどは好適な越冬植物ではないと思われた。

シパで越冬が認められたのは 3ヵ年の調査で， 9ポッ

トのうち 1ポットのみであった。水田周辺で、の現地調

査の結果では，前年発病したシパ群落において，当初

は催病ドジョウツナギ周辺株にのみ発病が認められた

ことを考えると，仙台平野ではシパ(ノシパ〉葉上で

の本菌の越冬は困難と思われた。

以上の結果から，仙台平野においてDrechslerα

glgαnteaが寄生する主な植物は湿地を好むドジョウ

ツナギとヒメウキガヤであり，本菌の宿主としてはド

ジョウツナギが最も適していることが判明した。水田

周辺の圃場整備による乾田化の普及に伴い， ドジョウ

ツナギよりも水辺をより好むヒメウキガヤは以前より

著しく減少し，本菌の生息地もかなり減少しているも

のと思われる。

Drechslerαglgαnteαの主な宿主植物であるドジョ

ウツナギには，本菌に対する抵抗性の強弱に大きく異

なるものがあるが，草姿，穂や種子の形態には差異が

認められず，抵抗性の差は植物の品種以下のレベルの

差 であると思われる。 本菌の旧属名の

Helminthosporium属菌に対して，種以下のレベルで

異なる抵抗性を示すイネ科作物は少なく，病害抵抗性

に関してドジョウツナギは希少な植物である。
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東北大学名誉教授木村中外理学博士にはドジョウツ

ナギほか数種植物の同定を引き受けていただいた。厚

く感謝の意を表したい。

摘要

Drechslerαgigαnteαは， 日本国内ではイネ眼斑病

菌，シパ環紋病菌として知られている。筆者は1980年

以降，本菌の生息を宮城県内各地で確認した。仙台平

野において，サヤヌカグサ，イネ，マコモ， ヒメウキ

ガヤ， ドジョウツナギ， シパ， ヒエ類， メヒシノイ，チ

ゴザサおよびアゼスゲの葉身に本菌による眼点症状が

確認された。ドジョウツナギおよびヒメウキガヤには

仙台平野の各地でしばしば多数の眼点症状がみとめら

れ， ドジョウツナギ葉上でDrechslerαgLgαnteaの越

冬が毎年確認されたことから，仙台平野においてはド

ジョウツナギがDrechslerαgigαnteaの最も好適は宿

主植物であると考えられた。
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